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排水路整備の効果

１．高収益作物の生産拡大

◆暗渠排水と小排水路の現況 タマネギほ場

農地耕作条件改善事業等による暗

渠排水は、令和 4 年度末で賦課面積
の約 6 割が整備された。しかし、ザ
リガニ漏水などが要因で小排水路法

面がスベリ、既定の深さを維持でき

ない箇所や、葦類の繁茂により排水

機能が発揮できない箇所がある。そ

のような箇所は、排水フリュームに

よる整備が求められる。

◆タマネギほ場の状況

小排水路が浅いことが、タマネギ

の収量が低い一因と考えられる。暗

渠排水の設計基準では小麦・大豆の

適した地下水位は 23 ～ 31cm 以下
で、タマネギは 49cm 以下である。

↓タマネギほ場

★令和 5年 7月 10日完成↑
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◆令和 5年 7月 14～ 16日の豪雨（G4ほ場）
○雨量（南部排水機場）248mm＝ 14日 16mm＋ 15日 218mm＋ 16日 14mm
・計画雨量：30 年確率、3 日連続 225mm（明治 36 年 7 月 17 ～ 19 日、五城目）
○撮影：7月 15日 8:00（雨量累計 122mm、タマネギ収穫後のほ場）

○撮影：7月 16日 10時 49分（雨量累計 243mm、16日雨量 0～ 11時 10mm）
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○撮影：7月 15日 8:00（雨量累計 122mm、タマネギ収穫前のほ場）

○撮影：7月 16日 7:00（雨量累計 234mm、16日雨量 0～ 7時 2mm）

・収穫可能。

・今後の暗渠排水工事により、排水機能が更に改善される。
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◆カボチャほ場の湛水（その１）

令和 5年 7月 14～ 16日の豪雨によりカボチャが冠水し、緊急に消毒を行った
ものの、収穫量は半減した。

腐敗したカボチャ 消毒

小排水路（土水路）をコンクリートフリュームに改修し、さらに湛水時間を減

らすことで高収益作物の安定生産と生産拡大を支援したい。
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◆カボチャほ場の湛水（その２）

令和 4 年 8 月 10 日の豪雨によりカボチャが冠水したが、農地耕作条件改善事
業による暗渠排水が施工済みであり、早急に排水し収穫することができた。小排

水路（土水路）をコンクリートフリュームに改修し、さらに湛水時間を減らすこ

とで高収益作物の安定生産と生産拡大を支援したい。

↓令和 5年度に排水フリューム施工

カボチャ
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２．負の連鎖をストップ

◆排水ﾌﾘｭｰﾑ →ｻﾞﾘｶﾞﾆ駆除→漏水量削減→土壌流失と農地ｽﾍﾞﾘ防止→水質保全

→ 〃 〃 → 〃 〃 →電力料金削減

→ 〃 〃 →殺虫剤の減→生態系保全

→除草等の管理が可能となり病害虫・鳥害の抑制

★乾燥で排水路ステップにはザリガニの死骸が散乱（令和 5年 7月 28日↑）
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◆ザリガニによる漏水

ザリガニの駆除には殺虫剤のトレボン

が効くことから、大潟村では使われるこ

とが多い。小排水路（土水路）をコンク

リートフリュームに改修し、ザリガニが

生息する水溜まりを無くすことで、トレ

ボンの使用量を削減することができると

考えられる。そこで、令和 4～ 5年度に、小排水路改修によるザリガニ等の除去
効果について、秋田県立大学に委託調査している。

（近藤正准教授の調査）
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３．伐採・除草管理で病害虫・鳥害抑制

大潟土地改良区ホームページ「お知らせ」

から、この動画を検索可↓

麦の若葉を食い荒らすガン類

（カメムシ目）

（カメムシ目）

除草なし→

除草なし→
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・小排が土水路のため、ザリガニ

漏水に起因した土砂流出・法

面崩壊が発生し、軟弱地盤で

管理不能。雑木が繁茂し、病

害虫や鳥害が発生。

・排水フリュームにより、管理可

能な排水路に整備。

小排水路のスベリ↓


